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概要：常時接続のビデオコミュニケーションシステムは遠隔地間のカジュアルなコミュニケーションの機
会を増やす手段として有効に働く可能性を秘めているにもかかわらず，家庭内での使用はあまり普及して
いない．日常生活で使用する場合，利用場所や時間帯が制限されることが多く，プライバシーの問題から
常時利用が難しい．そこで本研究では，円卓メタファを利用した常時接続カジュアルコミュニケーション
システムの提案を行う．天井方向を向いた広角レンズを利用し，不必要な人物や背景の映りこみを防ぐこ
とで，プライバシーを考慮しながら，複数地点を自然に結ぶ常時接続のビデオコミュニケーションシステ
ムを試作した．円卓メタファを利用することで，あたかも遠隔地間で一緒のテーブルを囲んで会話してい
る感覚を与えることができる．
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Vasque: A Privacy Preserving Casual Communication System using a
Circle Mirror Metaphor

Tsujita Hitomi1,a) Kawauchi Kensaku1,b) Rekimoto Jun1,2,c)

Abstract: Although an always-on video communication system would have potential to increase the oppor-
tunity for casual communication between separated people, privacy concern prohibits it to be widely used.
To address this problem, a new configuration for remote communication is proposed. With a wide-angle lens
that faces the ceiling, this system allows an“always-on”connection while protecting privacy of unintended
people and because the background scenery will naturally be out of the line of sight. Users can start com-
municating by simply peering down towards a display. Moreover, a circle mirror metaphor allows both local
and remote users to participate in the conversation as if they were at the same round table.

Keywords: Video Communication, Privacy, Casual conversation, Circle Mirror Metaphor, Daily life

1. はじめに
遠隔地の人々とあたかも一緒にいるような感覚でコミュ
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ニケーションを取りたいという要望は多く，Skype*1や
FaceTime*2といったビデオコミュニケーションシステム
や，Cisco TelePresence[8]や HP Halo[10]など業務用のテ
レビ会議システムも広く普及している．このようなシステ
ムの普及により，遠隔地間でリアルタイムに音声と映像の
やりとりができるようになり，遠隔地の相手と直接的にコ
ミュニケーションがとれるようになったが，下記のような
問題が今なお残っている．

*1 http://www.skype.com/ja/
*2 http://www.apple.com/jp/ios/facetime/
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1.1 日常生活での常時接続利用
日常生活で現在普及しているビデオコミュニケーション

システムを利用する場合，あらかじめ利用時間を電話や
メールで相談して，使用する場合がある．このような事前
の交渉が必要となるため，偶然同じ場所に居合わせたとき
にはじまる，井戸端会議のようなカジュアルなコミュニ
ケーションがとりにくい．さらに，相手の様子や時間を気
にしなければいけない．
一方常時接続のビデオコミュニケーションシステムでは

事前のやりとりや，セットアップに時間がかからないた
め，遠隔地間でのコミュニケーションに有効であることが，
様々な研究で報告されている [11][12]．これらの研究では，
家族など親密な関係のユーザ同士が常時接続のビデオコ
ミュニケーションシステムを使用する場合，プライバシー
の問題はさほど大きな問題ではないと主張している．しか
しながらいまなお一般家庭での普及はしておらず，一緒に
場所を共有しているときのように，カジュアルなコミュニ
ケーションを自然な形でスタートするのは難しい．

1.2 プライバシーの問題
家庭や職場の共有スペースでビデオコミュニケーション

を行う場合，画面に不必要な風景や会話参加者以外の人物
が映ってしまうことでプライバシーが侵害されるという懸
念がある．また画像と同様，音声のプライバシーの確保も
なされていないため，利用場所や時間帯が制限されること
が多い．

1.3 つながり感
現在普及しているビデオ会議システムは主に 2地点間の
コミュニケーション支援を目的としている．複数間をつな
ぐビデオコミュニケーションシステムも数多く提案されて
いるが，ローカル参加者と遠隔参加者の画像をはっきり区
別し，配置しているため，つながり感をかんじにくくなっ
てしまう．
テレビ会議では目的が設定されているので，ローカル参

加者，遠隔参加者の区別があっても議事が進行するが，家
庭でのカジュアルなコミュニケーションの場合，ローカル
側の複数参加者と，遠隔側の複数参加者の間になるべく差
や障壁がなくすことが，つながり感を与えるのではないか
と考える．３地点以上のスムースな参加／離脱　同様にし
て，２者会話だけではなく，３者（３地点）を結んだカジュ
アルなコミュニケーションがはかれることがのぞましい．
このような問題を解決するために，本研究では，複数地

点を自然に結ぶ常時接続のビデオコミュニケーションシス
テム「Vasque」を提案する．天井方向を向いた広角レンズ
を利用し，不必要な人物や背景の映りこみを防ぐことで，
プライバシーを考慮しながら，日常生活で常時利用可能な
ビデオコミュニケーションシステムを試作した．円卓メタ

図 1 Vasqueは円卓メタファを利用した常時接続カジュアルコミュ
ニケーションシステムである．プライバシーを考慮しながら，
あたかも遠隔地間で一緒のテーブルを囲んで会話している感
覚を与える．

図 2 天井方向を向いた広角レンズを利用し，不必要な人物や背景の
映りこみを防ぐことで，プライバシーを考慮しながら，遠隔地
の相手とビデオコミュニケーションができる．

ファを利用することで，あたかも遠隔地間で一緒のテーブ
ルを囲んで会話している感覚を与えることができる．

2. Vasque

Vasuque は複数地点間を自然に結び，あたかも一緒の
テーブルを囲んで会話している感覚を与える．図 1のよう
に，天井方向を向いた広角レンズを利用し，不必要な人物
や背景の映りこみを防ぐことで，プライバシーを考慮しな
がら，日常生活で常時利用可能なビデオコミュニケーショ
ンシステムを試作した．天井方向を向いた広角レンズを利
用することで，ユーザは画面を覗き込んだ時だけ遠隔地の
相手の映像が見え，またユーザ自身の映像を相手に見せる
ことができる．このように常時利用可能なビデオコミュニ
ケーションシステムのため，ふと画面をのぞくと遠隔地の
相手と会話がはじまるようなカジュアルなコミュニケー
ションの機会が増えるのではないかと考える．

2.1 プライバシー
広角レンズの画角により，カメラの視野に映る人はカメ
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図 3 広角レンズの画角により，カメラの視野に映る人はカメラから
の距離によって規定できる．さらに一定距離内に人物がいない
場合，音声チャネルを自動的に停止する

図 4 視野角をユーザの操作によりさらに限定でき，相手に伝達する
映像範囲に視野を設定でき，ユーザ自身が直接的に情報伝達量
をコントロールできる．

ラからの距離によって規定できる．これにより，背景の風
景や人物が不用意にカメラに撮影されることを回避できる．
また，カメラの視野内に動く物体がない場合，音声チャネ
ルを自動的に停止することで，背景の人物の会話などを不
用意に通信することを回避できるようにする（図 3）．
覗き込む動作を利用し，ユーザ自身が自分の映像を遠隔

地に伝達するかどうかを，簡単に制御できる．ユーザは画
面を覗き込んだ時だけ遠隔地の相手の映像が見え，また
ユーザ自身の映像を相手に見せることができる．このよう
に，情報開示の条件が対等であるため，ユーザに受け入れ
られやすく，プライバシーの問題が軽減できるのではない
かと考える．
また視野角を利用者の操作によりさらに限定でき，参加

者が撮影してかまわないと思う範囲に視野を設定できる．
図??のような”Pinch”ジェスチャーにより，ユーザ自身が
直接的に情報伝達量をコントロールできる仕組みにする．

2.2 円卓メタファ
カメラ画像を扇型に切り出し合成するこで，複数地点を

自然に結び，ローカル参加者と遠隔参加者を対等な立場で
視覚化できる．
画像は各参加者の広角映像を扇型に切り出し合成したも

のであり，ローカル，遠隔参加者に対して対等である．こ
れにより，全参加者が同じ画像を共有してコミュニケー
ションを計ることができる．円卓メタファを利用すること
で，あたかも遠隔地間で一緒のテーブルを囲んで会話して
いる感覚を与えることができるのではないかと考える．

図 5 各地点の映像を切り取り，一つの円周上に配置し，その画面を
各地点で共有する．

図 6 ユーザは画像の配置をドラッグして，画面を自由に構成するこ
とができる．対面する配置はよりフォーマルな会話，隣り合っ
た配置はより親密な会話など，現実空間での会話のメタファー
を取り込むことができる．

2.3 会話のメタファ
ユーザは画像の配置をドラッグしてコミュニケーション

画面を自由に構成することができる (図??)．たとえば図
6のように，対面する配置はよりフォーマルな会話，隣り
合った配置はより親密な会話など，現実空間での会話のメ
タファーを取り込むことができる．

2.4 他の機能
本システムの仕組みは様々なアプリケーションに応用が

可能である．The Hyperbolic tree browser[13]は無限の双
曲空間から単位円内部への写像を利用して，大きな階層を
単位円内に配置しているため，情報量が多くなったとして
も，単位円中に構造を保存したまま情報を表示する事が
可能になる技法である．この技法を利用して，もし多くの
ユーザが本システムを使用した場合は，ユーザの声の大き
さに応じて，会話参加者の映像サイズを動的にかえること
も考えられる．
さらに簡単なジェスチャー操作によって，特定の参加者

のみの情報，たとえばファイルや画像データなどを転送し
たり，またファイルを中央に移動するジェスチャー操作に
より，ファイルを全員に共有したりすることが直感的に行
える．
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3. ユーザ評価
本システムの有効性を検証するためにユーザ評価を行っ

た．ユーザ評価の目的は，ユーザが円卓メタファをどのよ
うに感じるか，本システムのメリット・デメリット，他に
どんな機能が必要かを検討するためである．
被験者は 12 名（7-66歳）で，4名ずつ 3グループに分か
れて本システムを 10分間使用してもらった．実験のため，
ビデオカメラで会話の様子を撮影し，実験終了後アンケー
トとヒアリング調査を行った．

3.1 結果
多くの被験者が一つの画面でローカル，遠隔関係なく同

等に他の参加者の顔をみながら会話できるところがよいと
述べた．ある被験者は遠隔地の人とは近くなった気がする
が，ローカルの人とは遠くなった気がすると述べた．この
理由として遠隔地の参加者とは視線が合ったと感じてい
て，ローカルの人は実際に視線を合わせず，ローカルの人
同士の会話も画面上で行っていたためだと考えられる．
また孫とビデオチャットする場合に，孫が画面に近づき

独占してしまい，他の家族や背景が見たい場合に困ると
きがあったが，Vasqueでは孫が画面に近づいた場合でも，
他の家族の顔も見ることができるので良いという意見も
あった．
しかしながら，覗き込みながら長時間会話をするのがつ

らいと述べる被験者もいた．また今回はハードウェアの構
成上，実際に顔を動かした向きと，画面上の向きが違う被
験者がいた．その被験者は会話に違和感があると述べて
いた．
高解像度で大画面のタッチパネルディスプレイを使用す

るなど，今後改良していきたい．

4. 参考文献
日常生活で常時利用するためのビデオコミュニケーショ

ンシステムは数多く提案されている [6][12][7][4]．Family

Window[12]や Family Portals[6]は画面上のボタンやスラ
イダーをユーザが操作することで，遠隔地とのやりとりを
制御することができる．SmoothCurtain[7]はカーテンメ
タファを用いて，ユーザがカーテンを開け閉めすることで，
情報量をコントロールすることができる．本研究は広角レ
ンズを利用し，不必要な人物や背景の映りこみを防ぐこと
でプライバシーの問題を軽減している．
t-room[1]は，巨大なディスプレイを 8角形型に並べ，天
井から 8 台の Web カメラで撮影した映像を相手側のディ
スプレイに表示するシステムである．HyperMirror[5]は，
お互いの等身大の映像を大型スクリーンで共有すること
で，あたかも一緒にいるような感覚を与える. これらの研

究は，会議などフォーマルなコミュニケーションに適して
いて，高画質，高臨場感を目的としている．

5. まとめと今後の予定
円卓メタファを利用した常時接続カジュアルコミュニ

ケーションシステム「Vasque」の提案を行った．天井方向
を向いた広角レンズを利用し，不必要な人物や背景の映り
こみを防ぐことで，プライバシーを考慮しながら，複数地
点を自然に結ぶ常時接続のビデオコミュニケーションシス
テムを試作した．今後は実際の日常生活で長期使用しても
らい，システムの有効性を評価したい．
謝辞 本研究は，日本学術振興会特別研究員奨励費の助
成を受けた.
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